
令和 3年度  事 業 報 告 書

1 事業の成果
これまで事業の目的としてきた、社会的投資の概念を日本及び世界において普及させることにより、

地球上のどこに生まれ た人もひとりひとりの才能を発揮できる社会の構築のため、国際協力の活動、経

済活動の活性化を図る活動、社会教育の推進を図る活動、及びこれらに関わる団体・法人への助言、援助

を継続的に推進した。

(1)社会的企業の発掘・社会的投資事業

・  令和 2年 12月 開催のビジネスコンペティション優勝企業に対し社会的投資を行うべく、デューデリ
ジェンス、ロジックモデル作り、インパクト評価を実施。令和 3年 11月 に投資を実行した。またこ

うしたプロセスについての情報発信も行った。

・  起業家との定期的なコミュニケーションを継続 し、事業への助言、社会的インパクトの進捗確認
を行った。新型コロナ感染により、今年度も仝てリモー トで実施した。

・  寄付型社会的投資の継続・発展のために、令和 3年 8月 に新たな取組みとして起業家を招いてのオ
ンラインイベントを開催。年度内に計 5回のイベントを実施した。また講演、外部団体との協働に

よるアドボカン~活動を行った。

・  投資先と日本企業のビジネスマッチングを推進 した。

(2)普及啓発事業

・  投資先の現況についてのウェブサイ ト、SNSでの情報発信、また上記起業家イベントの開催などを
つうじて、途上国における社会課題や、それに取り組む起業家たちの姿を伝えた。

・  様々な大学や 2つの高校、仙台での講演を含むフォーラムやセミナー等で講演を行った。

(3)人材育成事業

・  社会人、学生を対象に、これまでのスクールを一新した「サステナブルビジネス・スクール」を開講
した。

・  学生インターンを積極的に受け入れ、活動への参加、また社会人ボランティアとの交流をつうじ、社
会的企業や社会的投資について実践的な学びの場を提供した。

・  国際協力機構 (JICA)の在外事務所職員に対し、社会的インパクトマネジメント研修を行った、。

④ 調査研究事業

・  JICA、 他団体などと情報交換、協力・協働関係を継続 した。

・  海外団体の日本支部設立に関し、調査を実施 した。
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(5)組織運営基盤の強化

・  統合データベースの整備プロジェクトを実施した。
・  スクール等新規事業立ち上げにあたり、日本政策金融公庫より借入を実施した。
・  スクール、広報、データベース整備など、注力分野で業務委託を導入し、プロジェクトを推進した。
・  各中核事業・活動について、ボランティアから成るチームを立ち上げ、ボランティアによる自立した
運営体制を確立した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【9,943】 千円)
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定款 に記載
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活動証皇豊
2021年 4月 ■ 日 から 2022年 3月 31日 まで

(単位 :円 )
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100′ 948
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0

20,161,3■ 2

1経常収益

1.受取会費

■会員受取会費

賛助会員受取会費

2.受取寄附金

受取寄附金

3.事業収益

cslチ ャレンジ事業収益

人材育成事業 ‐スクール収益

普及啓発事業 ‐セ ミナー 講演等収益
詞菫11究事業収益

4.そ の他収益

受取利息

経常収益計

[1経常費用

1.事業資

(1)人件費

給料手当

法定福利費

人件費計

(2)そ の他経費

業務委託費

会議貴

交際貢

旅費交通費

通信運搬費

,肖耗品費

地代家賃

議会貴

租税公課

支払手数料

新聞図書貴

支払利息

支払報酬料

広告宣伝貢

その他経費計

事業資計

2.管理費

(1)人件費

給料手当

法定福利貴

人件費計

(2)そ の他経費

業務委託貫

会議員

交際貴

旅費交通費

通信運搬費

,肖耗品費

セ代家賃

諸会貴

租税公課

支払手数料

子間図書費

支払利息

支払報酬料

広告宣伝費

その他経費計

管理資計

経常費用計

当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

科  目 金  額
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貸借並里塞
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(単位 :円 )
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4,872,000
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1資産の部
1.流動資産
現金預金

未収金

流動資産合計

2.固定資産
(1)投資その他資産

投資有価証券

差入保証金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

‖負債の部

1.流動負債
未払金

未払費用

前受金

預り金

流動負債合計

2.固定負債
長期借入金

固定負債合計

負債合計

‖:正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

科 目 金  額
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財産目量
2022 年 3 月 31 日 現在

(単位 :円 )
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PT Kar、′a Dua AnVar,1
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資産合計
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未払金

職員給与

業務委託料

その他未払費用

未払費用
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 年間役員名簿

令和 3年 4月 1日 から    令和 4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 ARUN Seed

役名 氏名 就任期間 報酬を受けた

期間

理事 山岡 聡子
令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
米倉 誠一郎 令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 西郡 俊哉
令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

監事

令和 3年 4月 1日

令和 3年 4月 12日

年 月 日

年 月 日

監事 鎌田 博光
令和 3年 4月 12日

令和 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

大杉 健一



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社員のうち 10人以上の者の名簿

令和 4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 ARUN Seed

氏名

1 山岡 聡子

つ 米倉 誠一郎

3 西郡 俊哉

4 高津 智也

D 毛利 聡子

6 定金 基

′ 林田 絵美

8 木越 純

9 池島 利裕

10 鎌田 博光


